
ラベル表示
ＳＤＳ交付
（義務）

健康障害多発、
特にリスクの高い業務あり

一定の危険・有害な物質
（産衛学会・ACGIHで許容濃度の

勧告あり等）

労働安全衛生関係法令における主な化学物質管理の体系

その他の危険性・有害性がある物質

【有害物ばく露作業報告】
（作業内容、消費量等を事業者が報告）

作業態様等から
高いリスクあり

石綿等

ラベル表示
ＳＤＳ交付
（努力義務）

規制の程度

PCB等
８物質

673物質

122物質

指針による指導
【報告物質中 ３０物質】
（ばく露防止措置等を指導）

※ 微生物を用いた試験において突然変異を引き起こす性質。変異原性試験は、化学物質の発がん性のスクリーニング試験等として利用されている。

（参考資料１－１）

リスク
アセスメント
（義務）審議会への報告

（意見の内容）

８物質 製造、使用等の禁止

リスク
アセスメント
（努力義務）

製造許可

（局排等の工学的対策、保護具
の使用、健康診断、作業環境
測定等の措置義務）

特別則による規制

約７万物質

局排等による
発散防止等の
義務

保護眼鏡、
保護手袋等の
備え付け義務

・

・

【衛生基準】

学識経験者の意見

届出化学物質等のうち
変異原性のある物質

新規化学物質の届出（届出化学物質）
事業者による変異原性（※）の調査の実施・結果の国への届出

【報告物質 ７７３物質】
（年間約７００物質以上、累計約３万物質）

【国のリスク評価】
・有害性評価
・ばく露評価

危険性・有害性がない
物質


